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概要

インクジェットインクの最適化 千態万様
・体裁/A4版945頁　　・発行/2020年5月27日　　・定価/88,000円 （80,000円+税）

★フルカラー900頁超の大作でお届けするインクジェットインク技術解説のバイブル

≪本書製作のはじまり≫
　本書は、サイエンス＆テクノロジー(株)により2017年3月に開催されたセミナー「≪IJインクの最適化 千態万様≫ インクへの要求特性の明確化と制
御および調整技術」の後、セミナー内容の書籍化企画として進められた。このセミナーはIJインク設計技術者から強い要望があった“デバイスとイン
クの関係”、とりわけ“トラブル解決への考え方”に焦点を当てた講義だった。
　書籍は同じ意図で、若いインク・プリンタ技術者がトラブルに遭遇したときにインク改良と不具合解決への考え方を探るための手引きとなるものが
期待された。出版社の担当者は一日では語りきれない、盛り込めない内容の存在を見て、書籍として拡充し見やすくすることを構想した。以来3年を費
やし、その間、IJプリンタ製品も留まることなく進歩していったが、それらをできる限り参照し、当初の目的に必要な情報を書き込むことに努力して
きた。

≪本書とIJ製品≫
　IJ製品は日々増え、デジタル印刷の市場は成長している。本書は著者の目を通して見て選んだ特徴あるインク技術を記述しており、製品の解説では
ない。
新しいIJプリンタ製品、とりわけインクの解説はプリンタプロバイダ自身だけがなしうることである。記述は多くの発明文書の引用、プリンタ製品の
紹介を含む。これらは著者が気づいたインク技術の特徴点を記している。書籍では温故知新、1985年頃から始まったIJプリンタの歴史の中で特徴ある
インク製品技術に言及することにも配慮した。また、製品に結実しなくても、技術発表、発明として提出されているだけの場合、またそこから進んで
製品プロトタイプの技術展示だけで終わった場合でも紹介に努めた。
(“緒言”より一部抜粋）
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構成および内容

緒言 　　　　2. We数，Re数に着目する理由 　　　　11. 分散剤の選択 　　　　3. ソルベントインク

第1部　インクジェット印刷の千態万様 　　　　　2.1 液体が吐出される条件 　　　　12. 顔料誘導体と分散シナジスト，その効果 　　　　　3.1 強溶媒速乾性インク

　千態万様1. IJは印刷対象が広い 　　　　　2.2 Oh数，Z数 　　　　13. 微粒子化 　　　　　3.2 マイルドソルベントインク（弱溶媒型）

　千態万様2. IJはインクの種類が多い 　　　　3. 観察研究　モデルインクと単一ノズルのピエゾヘッドを用いた吐出観察 　　　　14. バインダー用樹脂粒子 　　　　　3.3 エコソルベントインク

　千態万様3. IJインクの特徴 　　　　　3.1 観察条件 　　　　　14.1 コアシェル型 　　　　4. エコソルベントインクプリンタの画像表現の実力

　千態万様4. IJプリンタの特徴 　　　　　3.2 インクの処方と物性値 　　　　　14.2 マイクロエマルジョン型 　　　　5. 油性・ソルベントインクのその他の応用形態

　　　　　3.3 測定結果 　　　　　14.3 ハイドロゾル型 　　　　　5.1 セラミクス着色用無機顔料インク

第2部　トラブルの現象と解決　　　　　　　 　　　　　3.4 モデルインクの観察から結論できること 　　　　15. 分散装置の動向 　　　　　5.2 建材用オンデマンド・パターン塗装

　第1章　ヘッドとインク 　　　　コラム　女神ペレの失敗作 　　　　16. マイルド分散(R) 　　　　　5.3 エレクトロニクス分野への応用

　　序節　顕微鏡観察で見られる吐出トラブル 　　第2節　IJインクの現象と粘弾性 　　　　17. 耐光性 　　　　6. 油性・ソルベントインクのIJ印刷の将来性

　　　　1. ドロップ吐出 　　　　はじめに 　　　　18. ボトムアップ法，マイクロリアクタ法による微粒子調製 　　第3節　ラジカル重合系UVIJインクとカチオン重合系UVIJインク

　　　　2. 吐出観察装置 　　　　1. 測定研究の背景 　　第5節　分散体の安定性と粒子径分布の測定 　　　　1. UVIJプリンタによる印刷分野

　　　　3. 吐出観察装置による観察例 　　　　2. 振動式粘弾性測定を採用する意味との装置の測定原理 　　　　はじめに 　　　　2. サイングラフィックス用途のUV硬化インク

　　第1節　試作インクの駆動条件設定 　　　　3. FEM-1000による測定例　IJ用銀ナノ粒子インクの粘弾性 　　　　1. IJインクの分散安定性の測定 　　　　　2.1 隠蔽力

　　　　1. 使用するヘッドに合わせて暫定パラメータを決める 　　　　4. 水性顔料・樹脂インクのFEM-1000による測定 　　　　　1.1 処方には表現されない分散体の属性 　　　　　2.2 残留応力

　　　　2. インクごとの波形設計 　　　　　4.1 モデルIJインク処方と物性 　　　　　1.2 粒子径測定前の履歴消去 　　　　　2.3 基材への濡れ性

　　第2節　ドロップサイズ変調 　　　　　4.2 SDP-1000Kと樹脂エマルジョンAUS6377からなる1群インクの測定結果 　　　　　1.3 品質管理 　　　　　2.4 透明性

　　　　1. ドロップサイズ変調の使われ方 　　　　　4.3 SDP-1000Kと水溶性溶解樹脂X-205からなる2群インクの測定結果 　　　　2. 分散設計のための計測 　　　　　2.5 光沢

　　　　2. ドロップサイズ変調技術の始まり 　　　　　4.4 2群インクにおいてtanδの温度ヒステリシス及びX-205樹脂添加量に現れた極大の考察 　　　　　2.1 パルスNMR 　　　　　2.6 プリキュアあるいはピニング露光，仮硬化

　　　　3. 異なるサイズのドロップを吐出させる技術の現在 　　　　　4.5 2群インクに現れる現象の熱力学的な解釈 　　　　　2.2 パルスNMRの原理 　　　　3. ラベル＆パッケージ用途のUV硬化インク

　　　　　3.1 同一のノズルから異なるサイズのドロップを吐出させる方法 　　　　5. 単一緩和を仮定した解析 　　　　　2.3 測定例1 シリカ分散体 　　　　　3.1 UVフレキソ印刷との結合

　　　　　3.2 時間軸上に連続した吐出パルスを登録して参照する方法 　　　　6. 単一緩和モデルの各常数 　　　　　2.4 測定例2 IJ分散体 　　　　　3.2 酸素阻害の抑制と重合の完結

　　　　　3.3 マルチドロップと飛翔中の合一 　　　　7. ピエゾデバイスからの吐出 　　　　3. 粒子沈降による分散安定性の計測 　　　　　3.3 フードパッケージ用フレキシブルフィルムへの適用

　　　　4. ドロップ吐出にまつわるミスト発生 　　　　まとめ 　　　　　3.1 LUMiSizer®/LUMiFuge® 　　　　4. プルーフ（フィルム，コート紙など）用途のUV硬化インク

　　　　5. 吐出前の微振動 　　第3節　伸長粘性とピエゾ吐出 　　　　　3.2 Turbiscan Lab 　　　　5. 成形品への印刷　クリア前処理インクと付着

　　　　6. 吐出後の微振動 　　　　はじめに 　　　　4. 電気泳動と超音波減衰法による複合分散体の状態測定，分散安定性の計測 　　　　6. UVクリアインクによる加飾・付加価値印刷

　　　　7. ミストコレクタ 　　　　1. 伸長粘性測定装置CaBER 　　　　　4.1 顕微鏡式電気泳動法観察事例（1） 　　　　7. 成形フィルム：柔軟性の高い硬化フィルムを生むUV硬化インク

　　第3節　ヘルムホルツ振動体 　　　　2. モデルインク処方と吐出観察装置 　　　　　　　：化学表面修飾顔料・樹脂エマルジョン及びこれらの複合体 　　　　8. 工業印刷用途のUVクリアとUV顔料インク

　　　　1. ピエゾ吐出素子の共鳴振動 　　　　3. データ解析手順と結果 　　　　　4.2 電気泳動法観察事例（2） 　　　　9. 有機溶媒と紫外線硬化樹脂を含むUVソルベントインク

　　　　2. 吐出素子と液体の性質 　　　　4. Gインクの吐出・ドロップ品質の考察 　　　　　　　：樹脂分散顔料・溶解樹脂バインダー及びこれらの複合体 　　　　10. オフセット印刷代替えの商業印刷用途のUV硬化インク

　　　　3. 液柱共鳴による定在波を使うピエゾ吐出 　　　　5. We数，Re数を用いた考察　伸長粘性をRe数計算に適用する試み 　　　　　4.3 電気泳動法観察事例（3） 　　　　11. Gel ink＋Pinning

　　第4節　ヘッド設計のためのモデルインクと実用インク 　　　　6. 測定結果の総括 　　　　　　　：超音波減衰法ゼータ電位測定装置 　　　　12. UVIJによる三次元造形

　　第5節　ピエゾ吐出素子の固有振動 　　　　　4.4 電気泳動法観察事例（4） 　　　　13. 点字プリンタ

　　　　はじめに 第3部　画質・プロセス制御とインク技術　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　：電気泳動光散乱法と超音波減衰法の比較 　　　　14. 光カチオン硬化系IJインク

　　　　1. ヘルムホルツ共鳴振動と駆動用波形 　第4章　印刷プロセスとプリント品質 　　　　5. 粒子径分布の測定 　　第4節　相変化型インク

　　　　2. 素子の固有振動と吐出素子の駆動周波数 　　第1節　画質表現と画質不良の諸相 　　　　　5.1 粒子をサイズ分離して測定する方法 　　　　1. 相変化型インクとは

　　　　まとめ 　　　　1. 画質不良の現象 　　　　　　　5.1.1 遠心沈降分離法 　　　　2. 相変化インクの特徴

　　第6節　ピエゾの微振動 　　　　2. IJで画像品質を表現する用語 　　　　　　　5.1.2 キャピラリー分離法（Hydrodynamic Chromatography法） 　　　　3. インク処方

　　　　1. 微振動 　　　　　2.1 解像度と鮮鋭度 　　　　　5.2 粗大粒子の個数カウント法 　　第5節　特殊色材インクを用いたIJ製品

　　　　2. 微振動の多彩な使い方 　　　　　2.2 色再現 　　　　　5.3 超音波減衰法 　　　　はじめに

　　第7節　リフィルとメニスカス振動 　　　　　2.3 印刷解像度（Print Resolution）と視覚限界（Visual Limit） 　　　　　5.4 光子相関法装置と回折法装置の併用，分散処理過程の追跡 　　　　1. IJ白色インク

　　　　1. メニスカス振動 　　　　　2.4 文字や線画の鮮明性 　　　　　5.5 分散処理の終点の決定 　　　　　1.1 沈降への対処

　　　　2. インクのメニスカス振動表現 　　　　　2.5 粒状性（Graininess/Granularity） 　　第6節　IJ用濃厚系の粒度分布測定 　　　　2. メタリックインク

　　　　3. インクの物性とメニスカス振動 　　　　　2.6 むら（Mottle） 　　　　はじめに 　　第6節　建装材及びセラミック印刷インク

　　　　4. インクリフィル 　　　　　2.7 ブリードと色間にじみ 　　　　1. レーザー回折・散乱法の原理と装置 　　　　はじめに

　　　　5. 高速駆動のためのデバイス側の対応 　　　　　2.8 光沢（Gloss） 　　　　2. レーザー回折・散乱法の装置によるIJ用濃厚分散系の測定事例 　　　　1. 歩み

　　第8節　サテライトの生成 　　　　　2.9 ブロンズ（Bronzing） 　　　　3. 動的光散乱法の原理と装置 　　　　2. セラミクス加飾

　　　　1. 発生のメカニズム 　　　　　2.10 写像性（Clarity） 　　　　　3.1 低コヒーレンス光干渉（low coherence interferometry）の利用 　　　　3. 建装材プリント用インクの開発

　　　　2. サテライト生成を抑制するインクの材料と物性の研究 　　　　　2.11 条件等色（Metamerism） 　　　　　3.2 分散液の薄層から光ファイバー内に散乱光を戻す光ヘテロダイン法

　　第9節　DECAP 　　　　　2.12 疑似輪郭（False Contour） 　　　　　3.3 装置構成と解析法及び粘度 　第7章　捺染

　　　　1. DECAPとLatency 　　　　　2.13 モアレ（Moire） 　　　　4. 動的光散乱法によるIJ用濃厚分散インクの測定事例 　　第1節　染色産業の中のデジタル捺染

　　　　2. 揮発性成分の蒸発による粘度上昇と吐出可能範囲 　　　　　2.14 Banding 　　　　5. 濃厚系粒度分布測定を用いたIJプリンタのトラブル解析への応用研究 　　　　はじめに

　　　　3. 環境温度変化 　　　　　2.15 サテライト 　　　　　5.1 要旨 　　　　1. スクリーンとIJ

　　　　4. DECAP性能の試験法 　　　　　2.16 色知覚（Color PerceptionとColor Appearance） 　　　　　5.2 捺染用プリンタと信頼性 　　　　　1.1 IJ捺染の現在の用途と繊維製品に今後期待される機能

　　　　5. インク処方とDECAP 　　　　　2.17 コックル・カール（Cockle/Curl） 　　　　　5.3 VASCOによる測定と解析手順 　　　　　1.2 IJ捺染IJ捺染のメリットとデメリット

　　　　6. プリンタ設計との関係　実用上重要なインクのパラメータ 　　　　コラム　オフセット印刷用紙に水性IJインクで印刷する 　　　　　5.4 結果①　濃縮インクの蒸留水による1,000倍希釈測定 　　　　　1.3 スクリーン捺染プリント企業からの具体的な期待

　　　　7. DECAP性不良の他の要因 　　第2節　水性インクの乾燥 　　　　　5.5 結果②　C3，M3インクの自己相関関数を濃縮クリアA，B粘度を用いて解析 　　　　2. 環境と人体への安全性

　　第10節　Flooding及びPuddling 　　　　はじめに 　　　　　5.6 結果③　C3，M3インクの濃縮クリアAによる1,000倍希釈試料の自己相関関数 　　　　3. 日本の繊維産業と捺染市場

　　　　はじめに 　　　　1. IJ印刷インクと印刷後の乾燥 　　　　　5.7 結果④　粘度検証マイクロレオロジー粘度を使用した解析 　　　　　3.1 世界市場の推移

　　　　1. 原因と対応 　　　　　1.1 普通紙 　　　　　5.8 結果のまとめ 　　　　　3.2 日本の繊維産業

　　　　2. ミストの浮遊とヘッド表面への付着 　　　　　1.2 IJコート紙 　　　　　　　5.8.1 VASCOを用いた分散染料インクの粒子径測定 　　　　　3.3 日本の繊維産業の現状と課題

　　　　3. インク処方からのアプローチ 　　　　　1.3 オフセット印刷用コート紙 　　　　　　　5.8.2 インクジェット捺染インクの信頼性 　　　　まとめ

　　　　4. クリーニングの方法 　　　　　1.4 ラベル用基材 　　　　　濃厚系分散体の粒子径分布測定のまとめ 　　第2節　酸性・直接染料インク

　　　　まとめ 　　　　　1.5 プラスチックフィルム 　　第7節　染料インク 　　　　1. シルク，ナイロン，ウールへのIJ捺染

　　第11節　ノズルプレートの撥インク膜 　　　　　1.6 カーボンフットプリントと環境対応 　　　　はじめに 　　　　2. 植物由来繊維へのプリント

　　　　1. 撥インク膜 　　　　2. 加熱によって媒体蒸発を行う際の留意事項 　　　　1. IJ用水溶性染料の歩み 　　　　3. 酸性媒染染料のインク

　　　　2. 撥インク膜の耐久性を劣化させる要因 　　　　3. 赤外線，可視光線による乾燥 　　　　　1.1 第1期市場導入（1985年頃～） 　　　　4. 前処理とインク

　　　　3. 撥インク膜のないノズルプレート 　　　　　3.1 基礎観察　中波長カーボンIRヒーターを用いた顔料インクの布帛定着 　　　　　1.2 第2期オフィスへ（1990年頃～） 　　　　5. 定着剤
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　　序節　プリンタに現れる諸現象とインク物性 　　　　　2.2 ラミネートフィルム 　　　　1. IJシステムにおける油溶性染料 　　　　1. IJ顔料捺染への期待

　　第1節　マテコン（Materials Compatibility）試験 　　　　3. 紫外線硬化樹脂インクによる加飾プリント 　　　　2. 油溶性染料を用いるソルベントインク 　　　　2. 顔料インクが搭載されたIJ捺染プリンタ

　　　　1. マテコン試験とは 　　　　4. クリアUVIJインクの課題 　　　　　2.1 マーキングインク用油溶性染料 　　　　3. 繊維の新素材と機能

　　　　2. ヘッドとインク間のマテコン試験項目 　　　　5. 用紙の動向 　　　　　2.2 マーキング用ソルベントインクの印刷適性 　　　　4. IJ顔料捺染の印刷プロセス

　　　　3. 部品との化学的な相互作用 　　　　3. 油溶性染料を用いたUV硬化インク 　　　　5. 水性顔料分散インク

　　　　4. ヘッドメーカーによるマテコン試験 　第5章　インク技術 　　　　4. 油溶性染料を用いる3DUVプリンタインク 　　　　6. 水性エマルジョン樹脂バインダー

　　第2節　動作環境の変動 　　コラム　超浸透インクとアセチレングリコール系界面活性剤 　　　　5. 油溶性染料を用いた水性インク 　　　　7. 布帛前処理

　　　　1. 設置環境 　　第1節　印刷の高速化 　　　　6. 油溶性染料インクの展望 　　　　8. 前処理の装置

　　　　2. プリンタ内で起こる動作環境の変動 　　　　1. 高速化の現在　プリントヘッドとプリンタの進歩 　　　　7. 親水性と疎水性の境界を越える試み 　　　　9. 顔料捺染プリンタ製品例

　　　　3. 温度変化に対するプリンタハードとドライバからの対策 　　　　　1.1 印刷速度 　　第9節　紫外線硬化型IJインク 　　　　10. 堅牢度

　　第3節　インク供給系 　　　　2. ドロップからドットへの初期過程の条件 　　　　1. 紫外線硬化型IJインクの歩み 　　　　11. 技術の方向の選択肢

　　　　1. インク供給系の様式 　　　　3. 事例検討 　　　　　1.1 技術進歩 　　第6節　IJ捺染インクの展開

　　　　2. 商工業用途のプリンタのインク供給系 　　　　4. インクの表面エネルギー調節の目的 　　　　　　　1.1.1 応用分野拡大の歩みとインク技術 　　　　1. IJ捺染インクの展開

　　　　3. 最大インク供給能力 　　　　5. オフセット印刷用光沢紙への水性インクによる印刷 　　　　　　　1.1.2 LEDUVランプ 　　　　2. 特色対応性

　　　　　3.1 インク循環型ヘッドのインク供給能力 　　　　　5.1 オフセット光沢紙とは 　　　　　　　1.1.3 UVIJの歩みの中の特徴的なプリンタ製品 　　　　3. 蛍光色素

　　　　4. 動負圧と流抵抗 　　　　　5.2 水性インクのオフセット光沢紙への濡れと浸透 　　　　2. ラジカル硬化型UV硬化インクの設計 　　　　4. 建染染料インク

　　　　5. インク供給系部品への注意点 　　　　　5.3 光沢紙への濡れ・浸透に関わる現象の基礎的な確認 　　　　　2.1 設計課題，インク設計のテーマ 　　　　5. 抜染

　　第4節　負圧 　　　　　5.4 共用紙の進展 　　　　　　　2.1.1 焦点となるテーマ 　　　　6. 長い起毛のあるパイル地，厚手・刺繍された繊維へのプリント

　　　　1. 負圧の制御 　　　　　5.5 オフセット光沢紙印刷用の水性顔料インクの設計テーマ 　　　　　　　2.1.2 硬化度を高めるためのUVプリンタ構成 　　　　7. 最後に　OEKO-TEX(R)とともに

　　　　2. ダンパーの機能とトラブル 　　　　6. IJインク用に使用される有機溶媒 　　　　　　　2.1.3 特徴的なプリントシステムのUVIJインク処方

　　　　　2.1 ダンパーの作用に不具合が生じたときのトラブルの事例 　　第2節　界面活性剤によるインクの表面エネルギー調整 　　　　　2.2 UV硬化過程の計測 　第8章　商業・工業インクジェット

　　　　3. ダンパーの課題 　　　　1. 測定の目的 　　　　3. ラジカル重合系インクの窒素置換雰囲気でのUV硬化 　　はじめに　第8章の構成
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　　　　1. サーマルIJヘッド用インクのDECEL対策 　　　　　2.1 粒子径　顔料分散のサイズ分布の目標レベル 第4部　インクとプリンタの応用　　　　 　　　　　【SCREENグラフィックソリューションズ社のUVIJプリンタによるウインドーフィルム】

　　　　2. DSV 　　　　　2.2 流動性に関する目標レベル 　第6章　プリンタ製品のインク技術 　　　　　【メディアからの機能化】

　　　　3. ヘッド昇温による吐出量増加と供給不足 　　　　3. 分散体の保存安定 　　寄稿　サイン・建装材グラフィックスから見た大判IJプリンタの変遷と現状 　　　　　【施工時の適性　メタルハライド硬化IJインク】

　　第11節　吐出バラツキ 　　　　　3.1 分散状態の粒子に関わる液中の作用 　　　　はじめに 　　　　　【Relief Reduction】

　　　　1. 吐出のバラツキ 　　　　　3.2 密度差による沈降とブラウン運動 　　　　1. 大判サイン・ディスプレーの製作方式の変遷と現状 　　　　　【シースルーグラフィックス用のウインドーフィルム】

　　　　2. 吐出量補正の思想と方法 　　　　4. 顔料分散の3工程 　　　　2. 各種プリント方式 　　　　　【オーバーレジストレーション】

　　　　3. 加工精度の現況 　　　　5. IJ用顔料分散のための顔料の測定 　　　　3. 日本における大判インクジェットプリンタの変遷 　　　　　【GlassTEXX（グラステックス）：すりガラス調オンデマンドガラスフィルム】

　　　　4. デバイス創成用途のためのヘッド補正 　　　　　5.1 顔料の測定方法 　　　　コラム　ラテックスプリンタの歩み 　　　　　【出力物から始まる製作施工の苦労】

　　　　5. 吐出バラツキへのインクの課題 　　　　　5.2 IJ用顔料の分散前処理 　　第1節　水性顔料インク 　　　　　【貼り込みとつなぎと偶数反転】

　　第12節　回復系と廃インク系 　　　　6. 分散剤の選定 　　　　はじめに　水性顔料インクを用いるプリンタ製品 　　　　　【熱を使うプリンタは環境に繊細】

　　　　はじめに 　　　　　6.1 非水系への顔料分散剤 　　　　1. パーソナル，オフィス＆ビジネスプリンタ 　　　　　【UV・ラテックスの画像形成におけるメディアの役割】

　　　　1. ノズルの回復 　　　　　6.2 水系への顔料分散剤 　　　　2. 写真出力のプリンタ 　　　　　【影絵印刷】

　　　　2. 循環型ヘッドにおけるノズルの回復 　　　　　6.3 顔料分散剤製品の注目技術 　　　　3. ワイドフォーマットプリンタ 　　　　　【内装材料への展開・壁紙と粘着剤付き化粧フィルム】

　　　　3. 搬送ベルトのクリーニング 　　　　7. 顔料と分散剤の分散時の比率 　　　　4. Hewlett Packard社のラテックスインク搭載プリンタ 　　　　　【ラテックス（水性熱硬化樹脂インク）とインテリア市場】

　　　　4. リサイクル系 　　　　8. IJ用の顔料分散の工程 　　　　　4.1 耐候性 　　　　　【プリンテリア】

　　　　5. 廃インク回収系 　　　　　8.1 分散前の顔料前処理 　　　　　4.2 HPラテックスプリンタインクに使用されるラテックス 　　　　　【防火認定　環境認定】

　　　　6. 回復系と廃インク系に関する注意点 　　　　　　　8.1.1 手段と材料 　　　　　4.3 ラテックスプリンタの前処理“オプティマイザーインク” 　　　　　【リトアニアで生まれた2.5Dプリンタ：DIMENSE】

　　第13節　吐出耐久試験 　　　　　　　8.1.2 事例：高速ホモジナイザーを用いた分散 　　　　5. 日本メーカーによる水性レジンインク（ラテックスインク）プリンタ研究開発 　　第7節　マーキング印刷　紀州技研工業（株）の工業用インクジェットプリンタとインク

　　　　1. 吐出耐久試験の目的 　　　　　8.2 インク化への分散 　　　　6. オフセット印刷分野対応の高速プリンタ 　　第8節　食品・医薬品印刷　ユニオンケミカー（株）の工業用，民生用，可食用インクジェットインク

　　　　2. 手順 　　　　　　　8.2.1 ビーズミル分散 　　　　　6.1 トランザクション文書印刷 　　第9節　光学効果を演出するインク

　　　　3. プリントの試験内容，インクとの関係における着眼点 　　　　9. 化学表面修飾 　　　　　6.2 オフセット高画質紙へのIJ水性顔料印刷 　　　　1. Trick Print：ブラックライトでRGBに発光するインク

　　　　10. 樹脂カプセル化による分散体製造 　　　　7. グラビア印刷分野対応の高速プリンタ 　　　　2. TL-COLOR：紫外線でRGB蛍光発光する水性インクシステム

　第3章　インク物性とピエゾ吐出に関する研究 　　　　　10.1 粒子表面で重合して吸着させる方法 　　　　8. ラベルプリンタ 　　　　3. （株）SO-KENの仕掛け印刷

　　序節　インク物性と液滴吐出現象を結びつける試み 　　　　　10.2 粒子表面に高分子を堆積させる方法（酸析法） 　　第2節　油性インク・ソルベントインク 　　　　　3.1 フラッシュ撮影すると短時間だけ現れる白色の文字や図柄

　　第1節　ウェーバー（We）数，レイノルズ（Re）数と吐出 　　　　　10.3 油相で顔料分散体を得て水相に転相して粒子化させる方法 　　　　はじめに 　　　　　3.2 フラッシュ撮影によって現れるカラー画像

　　　　1. 液滴生成の現象 　　　　　10.4 顔料粒子に樹脂粒子を吸着合体させる方法 　　　　1. 油性顔料インク製品とインクの歩み 　　　　　3.3 太陽光線に当たっているときだけ現れる画像

　　　　　10.5 マスターバッチ法 　　　　2. インク技術の特徴 　　海外の協力会社　Ohyoung Industrial社

　　海外の協力会社　Fortuna Imatek Chemical社
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